
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ー
コ
ー
ド
と
は

　

生
物
種
が
異
な
れ
ば
、
そ
の
生
物
の
持
つ
遺

伝
子
の
塩
基
配
列
も
異
な
り
ま
す
。
塩
基
配
列

は
Ａ
Ｔ
Ｇ
Ｃ
の
４
つ
の
文
字
列
で
表
現
さ
れ
、
こ

れ
ら
の
塩
基
を
異
な
る
４
つ
の
色
で
示
し
た
も

の
が
、
商
品
に
つ
い
て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド
に
似
て

い
る
こ
と
か
ら
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ー
コ
ー
ド
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
図
１

。
特
定
の
遺
伝
子
領
域
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

バ
ー
コ
ー
ド
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
お
け
ば
、

分
類
の
専
門
家
で
な
く
て
も
塩
基
配
列
か
ら
生

物
種
の
同
定
が
可
能
に
な
り
ま
す
し
、
原
型
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
生
物
の
破
片
や
動
物
の
糞
か

ら
で
も
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
さ
え
抽
出
で
き
れ
ば
種
の
同
定

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
日
本
の
貴
重
な
天
然
資

源
の
塩
基
配
列
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と

で
、
国
内
外
の
研
究
者
が
利
用
で
き
る
研
究
基

盤
を
拡
充
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

日
本
産
樹
木
種
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ー
コ
ー
ド
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　

森
林
総
合
研
究
所
で
は
、
日
本
産
樹
木
種
を

対
象
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ー
コ
ー
ド
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

充
実
化
を
行
っ
て
い
ま
す
写
真
１

。
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ー

コ
ー
ド
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
用
い
る
サ
ン
プ
ル

は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
だ
け
で
な
く
証
拠
と
な

る
さ
く
葉

4

4

4

（
4押
し
葉
）4標
本
も
一
緒
に
登
録
し
ま
す
。

私
た
ち
が
採
取
し
た
大
部
分
の
サ
ン
プ
ル
で
は
、

同
研
究
所
の
木
材
加
工
・
特
性
研
究
領
域
と
協

力
し
、
木
材
標
本
も
同
時
に
採
取
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
を
元
に

目
視
に
よ
る
同
定
ミ
ス
の
可
能
性
を
検
討
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
確
実
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

写真１　保管されているDNAサンプル
9000個近いDNAサンプルが保管されている。

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
物
種
の
ど
の
遺
伝

子
領
域
を
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ー
コ
ー
ド
と
し
て
用
い
る
か

は
、International Barcode of Life  

（iBOL

）

と
呼
ば
れ
る
国
際
的
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
っ
て

決
め
ら
れ
て
お
り
、
植
物
で
は
葉
緑
体
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

rbcL, m
atK, trnH

-psbA

の
３
つ
の
領
域
が
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
は
１
０
３
科
３
６
１
属
、
約
１
０
０
０

種
の
在
来
樹
木
が
分
布
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
、

日
本
各
地
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
用
の
サ
ン
プ
ル
を

収
集
し
、
こ
れ
ま
で
に
、
８
３
４
種
、
６
２
１
６

個
体
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
、
葉
緑
体
Ｄ
Ｎ
Ａ
のrbcL, 

m
atK, trnH

-psbA

の
３
つ
の
遺
伝
子
領
域
の
塩

基
配
列
を
合
計
１
万
４
４
０
４
配
列
取
得
し
て

い
ま
す
。
属
レ
ベ
ル
の
識
別
能
力
（
異
な
る
属
間

で
塩
基
配
列
が
一
致
し
な
い
確
率
）
は
、
１
領
域
の
み

で
は
96
〜
99
％
、
３
つ
の
領
域
を
あ
わ
せ
る
と

１
０
０
％
で
し
た
。
種
レ
ベ
ル
の
識
別
能
力
（
異

な
る
種
間
で
塩
基
配
列
が
一
致
し
な
い
確
率
）
は
、
１

領
域
の
み
で
は
57
〜
79
％
、
３
つ
の
領
域
を
あ

わ
せ
る
と
99
％
で
し
た
図
２

。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

は
国
際
的
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ー
コ
ー
ド
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
（Barcode of Life Database

）

図
３

お
よ
びGenBank

に
登
録
さ
れ
、
一
部
の

デ
ー
タ
を
除
き
、す
で
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
＊
。

バ
ー
コ
ー
ド
デ
ー
タ
の
利
用
と
今
後
の
課
題

　

主
要
な
日
本
産
樹
木
種
に
対
し
て
Ｄ
Ｎ
Ａ

バ
ー
コ
ー
ド
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
は
高
い
識
別
能

図１　DNAバーコードのイメージ図
生物種からDNAを抽出し、バーコード領域の塩基配列を取得しデータベース化する。

生物種 DNA抽出 塩基配列＝DNAバーコード
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研究の森から
日本産樹木の
DNAバーコード
データベースの構築吉丸 博志 Yoshimaru Hiroshi　
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吉村 研介 Yoshimura Kensuke　
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力
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
デ
ー
タ
は
す
で
に
、
系
統
分
類
解
析
、
希

少
動
物
や
有
害
動
物
の
餌
と
な
る
種
の
同
定
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、特
定
の
地
域
、

特
に
南
西
諸
島
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
が
不
十
分
で

あ
る
こ
と
や
、
識
別
能
力
が
科
に
よ
っ
て
は
低
い

も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
未
採
取
種
の
サ
ン
プ
リ
ン

グ
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ー
コ
ー
ド
領
域
の
追
加
が
今
後

の
課
題
で
す
。
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プ
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習
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。
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図３　BOLDに登録されたDNAバーコードデータの一例
標本データと塩基配列データがあわせて登録されている。
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図２　DNAバーコード領域ごとの識別能力

属レベルでは100％、種レベルでも3つの領域をあわせ

ることで、ほぼ確実に同定することができる。

（ ■属レベル、■種レベル ）

標本データ

識
別
能
力（
％
）

塩基配列データ

＊同データは、森林総研の ForestGEN（https://forestgen.ffpri.go.jp/en/index.html）
　にも登録のうえ、2021年12月末に公開予定。

15 シリーズ◉研究の森から

Q1. なぜ研究者に？
　「となりのトトロ」で木や森が好きになり、「風

の谷のナウシカ」で生態系に興味を持つように

なりました。さらに、高校時代に読んだレイチェ

ル・カーソンの「沈黙の春」から、自分でも何

か地球環境問題に対して行動したいと刺激を受

け、このころから漠然と研究者を目指していた

と思います。

Q2. 研究の魅力・醍醐味は？
　世の中でまだ知られていない事実を世界で

一番に知ることができる点です。面白い結果

が出ると、早くみんなに知らせたい！！　と

思っています。

Q3. 若い人へ
　自身の努力はもちろん大事ですが、良い

師、良い仲間に出会い、一緒に楽しみながら

研究できる環境を得ることも重要だと感じて

います。
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